南都聖道諸師の善導観　：　貞慶・明恵を中心にして by 成田, 貞寛
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
-
貞
慶
、
明
恵
を
中
心
と
し
て
1
成
田
貞
寛
第
一
貞
慶
の
善
導
観
日
本
に
お
け
る
善
導
大
師
(以
降
大
師
称
号
を
略
す
)
浄
土
教
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
、
時
代
に
よ
り
、
人
に
よ
っ
て
、そ
の
色
彩
は
多
さ
い
で
あ
る
。
特
に
鎌
倉
期
に
入
り
、
法
然
上
人
(以
降
上
人
の
称
号
を
略
す
)
は
偏
依
善
導
を
標
榜
し
、
選
擇
本
願
念
仏
一
向
専
修
に
徹
し
、
時
機
相
応
の
教
と
し
て
成
立
せ
し
め
る
に
は
、
法
然
の
思
想
的
遍
歴
の
あ
と
を
た
ど
り
時
代
的
段
階
を
も
考
え
ね
ぼ
な
ら
ぬ
点
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
は
法
然
の
善
導
浄
土
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
そ
の
晩
年
、
多
く
の
反
論
批
判
者
の
出
つ
る
こ
と
と
な
る
が
、
貞
慶
、
明
恵
の
反
論
は
善
導
浄
土
教
の
内
容
的
理
解
を
根
柢
に
お
い
て
の
反
論
で
あ
る
だ
け
、
そ
の
反
論
批
判
に
お
い
て
、
極
め
て
具
体
的
な
る
も
の
が
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
こ
れ
等
の
反
論
批
判
の
内
容
規
定
に
至
っ
て
は
、
従
来
も
し
ぼ
し
ぼ
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
反
論
者
の
教
学
信
仰
の
内
容
の
把
握
が
必
ず
し
も
充
分
で
な
い
た
め
に
、
そ
の
反
論
批
判
の
究
極
態
に
至
ら
ず
に
終
っ
て
い
る
点
さ
え
見
う
け
ら
れ
る
。
か
か
る
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
善
導
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て
、
法
然
と
そ
の
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
二
反
論
者
で
あ
る
貞
慶
・
明
恵
の
両
者
と
の
理
解
の
差
異
点
を
見
な
が
ら
、
そ
の
善
導
観
の
一
端
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
づ
貞
慶
の
善
導
観
よ
り
始
め
よ
う
。
二
　ユ
　
貞
慶
の
浄
土
教
思
想
の
基
本
的
立
場
は
す
で
に
論
じ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
諸
善
兼
修
の
浄
土
往
生
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
界
平
等
理
性
の
顕
性
に
相
応
せ
し
め
、
特
に
念
仏
論
に
お
い
て
は
、
観
勝
称
劣
を
基
本
的
立
場
と
し
、
一
心
観
成
就
、
観
心
修
入
の
実
践
的
立
場
に
相
応
せ
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
彼
の
念
仏
論
を
中
心
に
論
じ
、
法
然
の
理
解
と
の
相
違
点
を
指
摘
し
な
が
ら
善
導
観
を
述
べ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
貞
慶
の
念
仏
思
想
の
根
本
的
立
場
が
彼
が
法
相
宗
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
弥
勒
念
仏
に
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
晩
年
に
は
弥
陀
念
仏
に
も
深
い
関
心
を
も
ち
、
認
識
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
く
て
念
仏
に
対
す
る
理
解
に
つ
い
て
も
、
彼
の
晩
年
の
作
で
あ
る
『
法
相
心
要
鈔
』
及
び
『
興
福
寺
奏
状
』
等
に
於
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
法
　
　
　
相
教
学
的
立
場
か
ら
の
理
解
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『興
福
寺
奏
状
』
第
七
誤
一念
仏
一失
に
於
て
は
、
先
づ
念
仏
の
対
象
と
能
念
の
相
に
つ
い
て
語
り
、
念
仏
の
対
象
を
仏
名
と
仏
体
と
に
分
け
、
仏
体
を
さ
ら
に
事
仏
と
理
仏
と
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
能
念
の
相
に
つ
い
て
は
、
口
称
と
心
念
と
に
分
け
、
さ
ら
に
心
念
の
中
に
繋
念
と
観
念
と
に
分
け
、
そ
し
て
観
念
は
散
位
よ
り
定
位
に
わ
た
り
、
有
漏
よ
り
無
漏
に
お
よ
び
、
前
者
は
浅
に
し
て
劣
、
後
者
は
深
に
し
て
勝
と
し
て
い
る
。
即
ち
貞
慶
の
念
仏
の
立
場
は
観
勝
称
劣
の
立
場
　
ヨ
　
か
ら
の
理
解
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
法
相
心
要
鈔
』
第
六
念
仏
門
に
於
て
は
、
先
づ
念
仏
の
相
を
示
す
と
し
て
、
念
と
は
唯
識
五
位
百
法
中
の
分
類
に
従
い
、
心
所
の
中
の
別
境
に
属
し
、
そ
れ
は
か
つ
て
縁
じ
た
境
を
・39
内
に
明
記
し
て
忘
れ
ざ
ら
し
め
な
い
作
用
で
こ
れ
を
性
用
と
し
、
そ
の
念
の
中
で
も
善
念
は
定
の
所
依
と
な
っ
て
定
を
生
ぜ
し
め
る
業
用
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
次
に
仏
と
は
如
来
で
あ
り
、
そ
の
相
好
、
名
号
、
福
智
、
本
願
、
乃
至
法
身
を
云
い
、
そ
れ
を
囲
記
し
て
忘
れ
ず
、
三
昧
を
発
得
せ
し
め
る
の
が
念
仏
で
あ
る
と
述
べ
、
念
仏
三
昧
す
な
は
ち
唯
識
観
な
り
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
彼
の
念
仏
観
が
一
心
観
成
就
、
観
心
修
入
の
実
践
的
立
場
に
相
応
せ
し
め
観
念
仏
三
昧
を
以
て
そ
の
究
極
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
、
貞
慶
は
か
か
る
念
仏
観
に
立
っ
て
善
導
の
念
仏
思
想
を
如
何
に
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
つ
『法
相
心
要
鈔
』
第
六
念
仏
門
、
引
教
段
に
は
、
観
経
下
々
品
の
文
を
引
用
し
て
次
の
如
く
論
U
て
い
る
。
「
觀
無
量
壽
經
云
、
或
有
一衆
生
一作
二不
善
業
五
逆
十
惡
一具
二諸
不
善
一。
此
人
逼
レ苦
不
レ遑
二念
佛
一、
善
友
告
云
、
汝
若
不
レ
能
レ念
者
、
應
レ稱
二無
量
壽
佛
一。
如
レ
是
至
心
令
二聲
不
フ繦
、
具
一足
十
念
一稱
二南
無
量
壽
佛
一。
稱
一佛
名
一故
於
二念
念
中
一除
一入
十
億
劫
生
死
之
罪
一。
乃
至
如
二
一
念
頃
一印
得
レ往
二生
極
樂
世
界
一。
不
レ
能
レ念
者
、
觀
念
爲
レ本
。
故
稱
念
亦
念
。
故
得
三
二
昧
一、
得
レ
見
レ
　
　
　
佛
也
。
善
導
和
徇
現
成
三
二
昧
一、
專
勸
二
口
稱
念
佛
一。」
即
ち
、
若
し
不
レ
能
レ念
な
れ
ば
無
量
寿
仏
と
称
す
べ
し
と
の
文
に
重
点
を
お
き
理
解
さ
れ
て
い
る
。
善
導
は
三
昧
成
就
の
人
で
あ
り
、
専
ら
口
称
念
仏
を
勧
め
て
い
る
が
、
そ
の
口
称
念
仏
は
三
昧
成
就
の
方
便
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
意
は
ど
こ
ま
で
も
、
下
々
品
に
は
不
レ能
レ
念
者
と
云
う
前
提
に
於
て
初
め
て
称
念
が
許
さ
れ
る
か
ら
、
観
念
為
本
の
も
の
で
な
れ
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
て
い
る
。
か
か
る
立
場
は
『興
幅
寺
奏
歌
』
第
七
誤
二念
仏
一失
に
於
て
も
示
す
と
こ
ろ
で
、
次
の
如
く
反
論
し
て
い
る
。
「爰
專
修
蒙
二如
レ此
難
一之
時
、不
レ顧
コ萬
事
一ロ
ハ答
二
一
言
一。
是
彌
陀
本
願
有
二四
十
八
願
一。
念
佛
往
生
第
十
八
願
也
。
何
隱
二爾
許
大
願
一唯
以
二
一
種
一號
二本
願
一哉
。
付
一彼
一
願
一、
乃
至
十
念
者
擧
二其
最
下
一也
。
以
二觀
念
一爲
レ本
、
下
及
二
口
稱
一。
以
二多
念
一
爲
レ先
、
不
レ捨
二十
念
一。
是
大
悲
至
深
、
佛
力
尤
大
也
。
其
易
レ
導
易
レ
生
者
、
觀
念
也
多
念
也
。
依
レ
之
觀
經
(
下
々
品
)
云
、
若
人
ヌ
苦
迫
不
レ得
二
念
佛
一、
應
レ
稱
二無
量
壽
佛
一銃
。
既
稱
名
之
外
有
二念
佛
言
一、
知
。
其
念
佛
是
心
念
也
觀
念
也
。
彼
勝
劣
兩
種
之
中
、
　
ら
　
如
來
本
願
寧
置
レ勝
而
取
レ
劣
哉
。」
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
四
と
説
い
て
い
る
。
專
修
念
仏
者
が
四
十
八
願
の
中
、
第
十
八
願
を
念
仏
往
生
の
願
と
し
、
他
の
四
十
七
願
を
か
く
し
て
、
た
穿
第
十
八
願
の
み
を
取
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
と
反
論
す
る
と
共
に
乃
至
十
念
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
乃
至
十
念
と
は
、
最
下
を
あ
げ
る
の
で
あ
っ
て
観
念
を
本
と
な
し
口
称
に
及
び
、
多
念
を
先
と
な
し
十
念
を
捨
て
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
悲
の
至
深
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
仏
力
の
大
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、導
き
易
く
生
U
易
い
の
は
観
念
で
あ
り
多
念
で
あ
る
と
云
い
、前
述
の
観
経
下
々
品
中
の
若
不
能
念
者
の
文
を
引
い
て
こ
れ
を
証
し
て
い
る
。
称
名
の
外
に
念
仏
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
念
仏
は
心
念
で
あ
り
観
念
で
あ
る
。
口
称
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
如
来
の
本
願
は
ど
う
し
て
勝
の
観
念
を
お
い
て
劣
の
口
称
を
取
る
で
あ
ろ
う
か
と
反
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
乃
至
十
念
を
口
称
に
の
み
限
定
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
貞
慶
の
念
仏
義
の
立
場
は
観
念
の
外
に
口
称
を
認
容
す
る
が
、
そ
の
基
本
的
立
場
は
観
念
為
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
彼
は
か
か
る
立
場
よ
り
善
導
を
三
昧
発
得
の
人
と
解
し
、
そ
の
念
仏
の
行
実
を
説
い
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「善
導
和
尚
發
心
之
初
、
見
二
淨
土
圖
一歎
云
、
唯
此
觀
門
定
超
二
生
死
一、
途
入
二此
道
一發
二得
三
昧
一。
定
知
。
彼
師
自
行
二
十
六
想
　
　
　
觀
一也
。
念
佛
之
名
、
蕪
二觀
與
口
一。
若
不
レ然
者
、
作
二觀
經
疏
一亦
作
二觀
念
法
門
一。
云
二本
經
一云
二別
草
一題
目
何
表
二觀
字
一哉
。」
善
導
は
十
六
想
観
を
行
じ
た
人
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
は
観
念
と
口
称
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
し
か
ら
ざ
れ
ば
観
経
疏
を
作
り
観
念
法
門
を
作
る
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
か
と
説
い
て
い
る
。
き
て
、
貞
慶
の
善
導
念
仏
に
つ
い
て
の
把
握
に
対
し
、
法
然
は
如
何
に
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
法
然
は
善
導
の
意
を
う
け
、
第
十
八
願
を
以
て
念
仏
往
生
の
願
と
し
、
本
願
申
の
王
と
せ
ら
れ
、
四
十
七
願
の
す
べ
て
が
第
十
八
願
に
結
帰
す
と
の
信
仰
に
住
せ
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
乃
至
十
念
に
つ
い
て
は
『
選
擇
集
』
第
三
念
仏
往
生
本
願
篇
に
お
い
て
、
念
声
是
一
、
乃
至
下
至
の
論
を
展
開
し
て
、
問
答
を
設
け
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
問
日
、
經
云
二
十
念
一、
釋
云
二十
聲
一。
念
聲
之
義
如
何
。
答
日
、
念
聲
是
一
。
何
以
得
レ知
。
觀
經
下
品
下
生
云
、
令
二聲
不
7繦
具
一
足
十
念
一、
稱
二
南
無
阿
彌
陀
佛
一
。
稱
二
佛
名
一故
於
二
念
念
中
一除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一。
今
依
二
此
文
一聲
是
念
、
念
師
是
聲
、
　
　
　
其
意
明
矣
。
」
善
導
の
経
釈
の
文
意
を
受
け
、
『観
経
』
下
々
品
の
令
二聲
不
7繦
具
二足
十
念
一稱
二南
無
阿
彌
陀
佛
一
の
文
を
以
て
証
明
し
、
念
と
は
即
ち
声
な
り
と
し
て
い
る
が
、
貞
慶
が
観
念
爲
本
を
証
す
る
に
『観
経
』
下
々
晶
の
若
不
レ
能
レ念
者
應
レ
稱
二無
量
壽
佛
一
の
文
を
以
て
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
乃
至
に
つ
い
て
は
問
答
を
設
け
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
問
日
、
經
云
二乃
至
一、
釋
云
二下
至
一。
其
意
如
何
。
答
日
、
乃
至
與
二下
至
一其
意
是
一
。
經
云
二乃
至
一者
、
從
レ
多
向
レ少
之
言
也
。
多
者
上
盡
二
一
形
一也
。
少
者
下
至
二十
聲
一
聲
等
一也
。
釋
云
二下
至
一者
、
下
者
對
レ上
之
言
也
。
下
者
下
至
二十
聲
一
聲
等
一也
。
上
く
　
)
者
上
盡
三
形
一也
。」
ど
説
い
て
乃
至
と
下
至
と
は
そ
の
意
は
一
に
し
て
、
経
の
乃
至
は
多
よ
り
少
に
向
う
の
言
葉
で
あ
り
、
多
と
は
上
み
一
形
を
尽
し
、
少
と
は
下
も
十
声
一
声
等
に
至
る
の
で
あ
る
と
し
、
釈
の
下
至
は
、
下
者
は
上
に
対
す
る
言
葉
で
あ
り
、
下
は
十
声
一
声
に
至
り
上
は
一
形
を
尽
す
言
葉
な
り
と
説
い
て
、
経
釈
の
意
を
明
ら
か
な
ら
し
め
、
行
体
を
願
じ
た
ま
え
る
も
の
と
し
て
善
導
に
よ
る
第
十
八
願
念
仏
往
生
願
の
意
を
明
ら
か
な
ら
し
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
貞
慶
が
乃
至
十
念
の
文
を
以
て
、
そ
の
最
下
を
挙
げ
る
と
し
、
観
念
を
本
と
な
し
、
下
も
口
称
に
及
び
、
多
念
を
以
て
先
と
な
し
十
念
を
捨
て
な
い
と
理
解
せ
る
の
と
、
如
何
に
そ
の
意
を
異
に
せ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
三
さ
て
、
次
に
『観
経
』
附
属
の
文
に
「汝
好
持
二是
語
一持
二
是
語
一、
是
持
二
無
量
壽
佛
名
こ
と
あ
る
に
対
し
、
善
導
は
『
散
善
義
』
　
　
　
に
於
て
「正
明
下
附
二屬
彌
陀
名
號
一流
巾通
遐
代
上。
上
來
雖
レ
説
二定
散
兩
門
之
盆
一、
望
二佛
本
願
一意
在
三
衆
生
一
向
專
稱
二彌
陀
佛
名
こ
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
六
と
解
し
て
そ
の
独
自
性
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
貞
慶
と
法
然
ど
の
見
解
の
相
異
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
導
念
仏
思
想
受
容
の
特
色
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
づ
貞
慶
は
『興
輻
寺
奏
状
』
第
七
誤
二念
佛
一失
に
於
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
觀
經
附
屬
之
文
、
善
導
一
期
之
行
、
唯
在
二佛
名
一者
誘
二下
機
一方
便
也
。
彼
師
解
釋
、
詞
有
二表
裏
一。
慈
悲
智
惠
善
巧
非
レ
一
。
守
　
ね
　
レ
杭
儻
關
二過
祀
師
一歟
。
設
亦
雖
レ付
二
口
稱
一、
三
心
能
具
、
四
修
無
レ
闕
、
眞
實
念
佛
。
名
爲
二專
修
一。」
『
觀
經
』
附
属
の
文
、
善
導
生
涯
の
行
業
が
た
だ
仏
名
を
称
す
る
に
あ
る
は
、
下
機
の
衆
生
を
誘
引
す
る
た
め
の
方
便
に
す
ぎ
な
い
。
善
導
の
詞
に
は
表
裏
が
あ
り
、
慈
悲
智
恵
に
よ
る
善
巧
方
便
は
一
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。
し
か
も
た
ど
え
口
称
に
付
く
と
し
て
も
、
三
心
具
足
の
も
の
で
四
修
に
於
て
か
く
る
こ
と
が
な
い
の
が
真
実
の
念
仏
で
あ
り
専
修
と
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に
当
今
の
者
の
よ
う
に
余
行
を
捨
て
る
を
以
て
専
と
な
し
、
口
手
を
動
か
す
を
以
て
修
と
す
る
は
不
専
の
専
で
あ
り
、
非
修
の
修
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
虚
仮
雑
毒
の
行
を
た
の
ん
で
、
決
定
往
生
の
思
い
を
な
す
も
の
が
ど
う
し
て
善
導
の
宗
と
云
い
、
弥
陀
の
正
機
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
反
論
し
て
い
る
。
善
導
の
解
釈
に
は
詞
に
表
裏
が
あ
る
と
論
ず
る
こ
と
は
、
先
に
も
一
言
せ
る
如
く
そ
の
基
本
的
立
場
が
観
念
為
本
で
あ
る
が
、
下
機
の
者
に
は
口
称
を
も
認
容
す
る
と
云
う
態
度
を
取
っ
て
の
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
貞
慶
に
於
け
る
『
観
経
』
附
属
の
持
無
量
寿
仏
名
及
び
善
導
一
期
の
口
称
念
仏
の
行
業
は
、
下
機
誘
引
の
方
便
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
善
導
を
以
て
十
六
想
観
を
行
じ
三
昧
発
得
せ
る
所
に
そ
の
究
極
を
見
出
し
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
さ
て
、
次
に
法
然
は
こ
れ
を
い
か
に
受
容
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
選
択
集
』
第
十
二
附
属
仏
名
篇
に
お
い
て
、
『観
経
』
附
属
流
通
の
文
、
及
び
『散
善
義
』
附
属
文
釈
の
文
を
引
用
し
、
私
釈
を
施
し
自
説
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
『観
経
』
に
は
定
善
十
三
観
、
散
善
三
福
九
品
の
行
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
釈
尊
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
弥
陀
の
本
願
で
あ
る
口
称
念
仏
を
開
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
が
ま
た
善
導
の
観
経
観
の
帰
結
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
法
然
は
先
づ
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
今
言
丁正
明
丙
附
二屬
彌
陀
名
號
一流
乙通
於
遐
代
甲
者
、
凡
斯
經
中
既
廣
雖
レ読
二定
散
諸
行
一、
邸
以
一定
散
一不
レ
令
卞
付
二屬
阿
難
一流
中
　
　
　
逋
後
世
上
、
唯
以
二念
佛
三
昧
一
行
一印
使
卞
付
二屬
阿
難
一流
中通
遐
代
上也
。」
と
説
い
て
、
善
導
が
附
属
文
釈
に
於
て
弥
陀
の
名
号
を
附
属
し
、
流
通
す
る
を
明
か
す
と
云
う
は
、
こ
の
経
の
中
に
は
す
で
に
広
く
定
散
の
諸
行
を
説
い
て
い
る
が
、
定
散
を
以
て
附
属
流
通
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
た
だ
念
仏
三
昧
の
一
行
を
以
て
附
属
流
通
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
り
と
し
、
そ
の
理
由
を
問
答
を
設
け
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
問
日
、
何
故
以
二定
散
諸
行
一而
不
二付
屬
流
通
一乎
。
若
夫
依
二業
淺
深
一嫌
不
一付
屬
一、
三
幅
業
中
有
レ淺
有
レ
深
。
…
…
若
依
二
觀
淺
深
一嫌
不
二付
屬
一十
三
觀
中
有
レ淺
有
レ深
…
…
…
就
レ中
第
九
觀
是
阿
彌
陀
佛
觀
也
。
師
是
觀
佛
三
昧
也
。
就
レ中
同
疏
玄
義
分
申
云
、
　
ね
　
此
經
觀
佛
三
昧
爲
レ宗
亦
念
佛
三
昧
爲
レ宗
。
既
以
三
一行
一爲
一二
經
宗
一。
r
'廢
t1觀
佛
三
昧
一、
而
付
tl屬
念
佛
三
昧
一之
哉
。」
即
ち
定
散
諸
行
を
付
属
流
通
せ
ざ
る
所
以
を
問
い
、
更
に
そ
の
基
準
を
求
め
て
、
も
し
業
の
浅
深
に
よ
っ
て
嫌
っ
て
付
属
し
な
い
な
ら
ば
、
三
福
業
の
中
に
も
浅
が
あ
り
深
が
あ
る
と
云
い
。
も
し
観
の
浅
深
に
よ
っ
て
嫌
っ
て
付
属
し
な
い
な
ら
ば
、
十
三
観
の
中
に
も
浅
あ
り
深
が
あ
る
ど
云
い
、
中
に
も
第
九
観
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
観
仏
三
昧
で
あ
る
。
中
に
つ
い
て
も
『玄
義
分
』
に
は
こ
の
経
を
観
仏
三
昧
を
宗
と
な
し
、
ま
た
念
仏
三
昧
を
宗
と
な
す
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
観
仏
三
昧
を
廃
し
て
念
仏
三
誄
を
付
属
せ
ら
る
る
や
と
問
い
を
お
こ
し
、
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。
「答
日
、
云
丁
望
二佛
本
願
一、
意
在
丙衆
生
一
向
專
稱
乙
彌
陀
佛
名
甲
。
定
散
諸
行
非
二本
願
一故
不
レ付
二屬
之
一。
亦
於
二其
中
一觀
佛
三
　
お
　
昧
雖
二殊
勝
行
一、
非
二佛
本
願
一故
不
二付
屬
一。
念
佛
三
昧
是
佛
本
願
、
故
以
付
二屬
之
一。」
と
説
い
て
、
定
散
諸
行
は
非
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
付
属
せ
ず
、
ま
た
そ
の
申
に
於
て
も
観
仏
三
眛
ほ
殊
勝
の
行
で
あ
る
が
非
本
願
の
も
の
で
あ
る
か
ら
付
属
せ
ず
、
念
仏
三
昧
は
仏
の
本
願
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
付
属
す
る
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
法
然
は
善
導
の
観
経
観
の
究
極
を
附
属
の
持
無
量
寿
仏
名
に
あ
り
と
し
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
名
を
称
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
釈
尊
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
八
の
聖
意
を
見
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
然
は
善
導
が
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
し
め
る
所
以
に
つ
い
て
論
じ
、
弥
陀
の
本
願
た
る
の
上
に
、
ま
た
釈
尊
附
属
の
行
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
も
更
に
続
け
て
、
諸
行
は
時
機
を
失
し
て
い
る
が
、
念
仏
往
生
は
機
根
に
相
応
し
、
時
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
む
な
し
く
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
独
自
の
見
解
を
説
い
て
い
る
。
善
導
の
観
経
観
の
究
極
を
附
属
持
無
量
寿
仏
名
に
見
出
し
、
口
称
念
仏
こ
そ
本
願
の
行
で
あ
る
と
同
時
に
附
属
の
行
で
あ
る
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
貞
慶
の
見
解
と
の
間
に
大
い
な
る
相
異
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
要
す
る
に
貞
慶
は
善
導
を
十
六
想
観
を
成
就
し
、
三
昧
発
得
の
人
と
解
し
、
善
導
の
念
仏
思
想
に
お
い
て
は
、
下
機
の
口
称
念
仏
を
認
め
て
は
い
る
が
、
観
念
と
口
称
と
を
兼
ね
、
観
勝
称
劣
の
立
場
よ
り
観
念
為
本
が
善
導
念
仏
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
観
念
為
本
の
念
仏
の
場
合
、
口
称
念
仏
は
三
昧
を
発
得
し
見
仏
す
る
方
便
の
行
と
解
さ
れ
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
註(
1
)
拙
著
、
法
然
の
専
修
念
仏
義
成
立
の
波
紋
(仏
教
文
化
研
究
第
二
十
二
号
所
収
)
(
2
)
大
日
本
仏
教
全
書
(
興
福
寺
叢
書
第
二
)
、
一
〇
六
頁
。
(
3
)
大
正
蔵
経
七
一
、
五
八
頁
。
(
4
)
大
正
蔵
経
七
一
、
五
八
頁
。
(
5
)
大
日
本
仏
教
全
書
(興
福
寺
叢
書
第
二
)
、
一
〇
六
頁
。
(
6
)
同
上
、
一
〇
七
頁
。
(
7
)
浄
全
七
、
二
二
頁
。
(
8
)
同
上
、
二
三
頁
。
(
9
)
浄
全
二
、
七
一
頁
。
(
10
)
大
日
本
仏
教
全
書
(興
福
寺
叢
書
第
二
)
、
一
〇
七
頁
。
(
1
)
浄
全
七
、
六
〇
頁
。
(12
)
同
上
。
(
13
)
同
上
、
六
一
頁
。
第
二
明
恵
の
善
導
観
法
然
の
善
導
浄
土
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
反
論
批
判
の
極
め
て
具
体
的
な
る
も
の
は
、
法
然
の
入
滅
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
明
恵
の
『
摧
邪
輪
』
お
よ
び
『
荘
厳
11I
』
二
部
四
巻
で
あ
る
。
こ
れ
が
選
述
の
動
機
に
つ
い
て
は
種
々
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
『
選
擇
集
』
を
披
見
す
る
に
及
び
、
内
容
を
検
察
す
る
の
結
果
、
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
二
難
を
出
し
て
、
か
の
書
を
破
す
と
述
べ
、
一
に
は
、
菩
提
心
を
撥
去
す
る
過
失
、
二
に
は
、
聖
道
門
を
以
て
群
賊
に
譬
ふ
る
過
失
の
二
大
過
失
を
掲
げ
、
更
に
反
論
批
判
の
結
論
及
び
基
準
立
場
の
大
要
を
記
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「今
依
二
聖
教
一檢
二察
此
集
宗
要
一、
大
違
二背
法
印
一。
相
二順
邪
道
一。
將
レ
令
下歸
信
人
荷
中
重
罪
上。
依
レ之
愚
僣
天
性
雖
レ倦
二於
執
筆
一、
試
撰
ご
一
章
一聊
決
二邪
正
一。
哀
哉
悲
哉
、
日
月
如
レ矢
走
奪
二
我
短
命
一。
應
下救
二頭
燃
一求
巾
解
睨
上。
何
遑
レ作
二自
他
偏
執
一乎
。
<　
)
是
故
不
レ
非
二稱
名
行
一、
不
レ背
二善
導
釋
一。
於
二正
念
正
見
念
佛
者
一悉
奉
二
歸
命
頂
禮
一。
必
可
レ蒙
二來
世
引
導
一。」
即
ち
『
選
擇
集
』
の
所
明
は
仏
教
の
根
本
法
印
に
違
背
し
、
往
生
浄
土
の
道
を
迷
は
す
邪
道
に
相
順
す
る
も
の
で
あ
り
、
帰
信
の
人
を
し
て
重
罪
を
荷
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
ず
け
る
と
共
に
、
称
名
行
を
非
と
せ
ず
、
善
導
の
釈
に
背
か
ず
、
正
念
正
見
の
念
仏
者
に
は
悉
ぐ
帰
命
頂
礼
す
る
と
云
う
自
己
の
立
場
を
示
し
て
、
法
然
の
善
導
浄
土
教
観
の
間
違
い
を
指
摘
す
る
と
云
う
態
度
で
反
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
『摧
邪
輪
』
は
か
よ
う
な
反
論
の
結
論
と
特
色
と
を
以
て
、
そ
の
論
難
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
二
、
撥
二去
菩
提
心
一過
失
。
二
、
以
二
聖
道
門
一譬
二群
賊
一過
失
。」
の
二
大
過
失
を
掲
げ
、
前
者
を
更
に
五
種
の
大
過
を
立
て
て
論
難
し
、
後
者
で
は
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
〇
八
項
目
に
分
け
て
反
論
し
て
い
る
。
更
に
翌
年
追
記
し
た
『
荘
厳
記
』
で
は
摂
取
不
捨
、
念
仏
本
願
、
十
声
十
念
に
つ
い
て
の
法
然
の
謬
解
を
出
し
て
重
ね
て
論
難
し
て
い
る
。
さ
て
五
種
大
過
の
中
、
第
一
は
「以
蠱
口提
心
一不
レ爲
二往
生
極
樂
行
一過
」
で
あ
っ
て
、
『
選
擇
集
』
第
三
念
仏
往
生
本
願
篇
に
お
い
て
、
弥
陀
如
来
は
余
行
を
以
て
往
生
の
本
願
と
せ
ず
、
た
だ
念
仏
を
以
て
本
願
と
す
る
こ
と
を
説
い
て
、
菩
提
心
を
余
行
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
論
難
で
あ
る
。
第
二
は
「言
三彌
陀
本
願
中
無
二菩
提
心
一過
」
で
あ
る
。
『
選
擇
集
』
第
四
三
輩
念
佛
往
生
篇
に
お
い
て
、
『無
量
壽
經
』
下
巻
の
三
輩
往
生
の
文
を
釈
す
る
に
廃
助
傍
の
三
義
を
以
て
し
、
善
導
が
『
觀
經
疏
』
散
善
義
附
属
文
釈
に
説
く
「
上
來
雖
レ説
二定
散
兩
門
之
盆
一望
二佛
本
願
一意
在
三
衆
生
一
向
專
稱
二彌
陀
佛
名
一」
の
釈
意
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
輩
往
生
の
文
に
は
「菩
提
心
等
の
余
行
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
本
願
に
望
む
る
に
、
意
は
た
だ
衆
生
を
し
て
専
ら
弥
陀
仏
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
、
し
か
る
に
本
願
の
中
に
は
更
に
余
行
な
し
」
と
い
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
菩
提
心
を
以
て
往
生
業
と
す
る
願
は
な
い
と
云
う
こ
と
に
対
す
る
論
難
で
あ
る
。
第
三
は
「以
二菩
提
心
一爲
二
有
上
小
利
一過
」
で
あ
る
。
『
選
擇
集
』
第
五
念
仏
利
益
篇
に
お
い
て
、
菩
提
心
等
の
諸
行
を
小
利
、
乃
至
一
念
を
大
利
と
し
、
余
行
を
有
上
、
念
仏
を
無
上
と
し
、
無
上
大
利
の
念
仏
を
す
す
め
て
、
有
上
小
利
の
余
行
の
廃
捨
を
説
く
文
に
対
す
る
論
難
で
あ
る
。
第
四
は
、
「
云
露双
觀
經
不
レ読
二菩
提
心
一井
言
ゴ彌
陀
一
教
止
住
時
無
二菩
提
心
一過
」
で
あ
る
。
『
選
擇
集
』
第
六
末
法
万
年
特
留
念
仏
篇
に
末
法
万
年
の
後
に
余
行
は
悉
く
滅
し
、
ひ
と
り
念
仏
の
み
留
ま
る
と
い
う
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
第
五
は
「言
三菩
提
心
抑
二念
佛
一過
」
で
あ
る
。
『
選
擇
集
』
第
十
二
付
属
仏
名
篇
に
て
、
釈
尊
は
定
散
諸
行
を
付
属
せ
ず
、
た
だ
念
仏
を
以
て
阿
難
に
付
属
し
た
ま
う
こ
と
を
説
く
文
の
中
で
、
持
戒
、
菩
提
心
、
解
第
一
義
、
読
誦
大
乗
等
の
四
箇
の
行
が
念
仏
を
抑
え
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
第
五
過
の
余
は
『
選
擇
集
』
第
七
光
明
唯
摂
二念
仏
行
者
一篇
に
弥
陀
の
光
明
は
余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
た
だ
念
仏
の
行
者
の
み
摂
取
し
た
ま
う
の
文
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
ま
た
二
大
過
の
中
の
後
の
コ
一、
以
二
聖
道
門
一譬
呂群
賊
一過
失
」
は
、
『
選
擇
集
』
第
八
三
心
篇
の
善
導
の
二
河
白
道
の
譬
喩
を
説
く
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
善
導
の
疏
文
に
コ
言
二或
行
一
分
二
分
群
賊
等
喚
回
一者
、
師
喩
卞別
解
別
行
惡
見
人
等
、
妄
読
二見
解
一迭
相
惑
亂
、
及
自
造
レ
罪
退
失
上」
と
あ
る
を
、
法
然
は
釈
し
て
「此
中
言
二
一
切
別
解
別
行
、
異
學
異
見
等
一者
、
是
指
二
絮
道
門
解
行
學
見
一
也
」
と
い
っ
て
、
聖
道
門
を
以
て
群
賊
に
擬
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
『
選
擇
集
』
の
各
編
の
所
見
に
対
し
て
反
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
中
心
主
点
は
、
法
然
の
菩
提
心
諸
行
廃
除
に
よ
る
選
擇
本
願
念
仏
一
向
専
修
の
主
張
に
対
す
る
反
論
で
あ
り
、
そ
の
所
論
は
大
乗
仏
教
の
根
本
的
理
念
に
立
つ
と
共
に
、
善
導
の
経
釈
に
お
け
る
内
容
理
解
に
よ
る
立
場
か
ら
の
基
礎
的
反
論
　
　
　
で
あ
り
、
か
か
る
点
、
貞
慶
と
は
趣
を
異
に
せ
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
考
察
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
明
恵
の
論
難
を
通
U
て
両
者
の
善
導
念
仏
観
の
相
異
点
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
さ
て
、
明
恵
は
法
然
の
『
選
擇
集
』
に
お
け
る
菩
提
心
撥
去
の
所
説
に
対
し
、
い
か
に
論
難
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
づ
明
恵
は
、
菩
提
心
ど
は
自
性
空
を
義
と
す
る
も
の
で
、
空
法
は
差
別
あ
る
こ
と
は
な
い
と
説
き
、
故
に
龍
樹
は
『菩
提
心
離
相
論
』
を
造
っ
て
、
菩
提
心
と
は
一
切
を
遠
離
せ
る
性
で
あ
り
、
法
無
我
の
理
と
相
応
す
る
心
で
あ
る
。
大
乗
の
菩
提
心
は
二
空
の
理
を
以
て
体
性
と
し
て
い
る
か
ら
、
諸
教
の
菩
提
心
は
そ
の
体
性
に
差
別
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩
提
心
の
体
性
は
一
で
あ
る
が
、
初
後
の
位
に
随
っ
て
浅
深
の
不
同
が
あ
る
と
し
て
、
表
公
の
四
発
心
の
説
を
出
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
コ
、
縁
發
心
、
謂
仰
二縁
菩
提
一而
發
心
求
名
二縁
發
心
一。
未
入
位
前
也
。
二
、
解
發
心
、
謂
解
二
一
切
法
悉
是
菩
提
一名
二
解
發
心
一。
十
信
十
解
位
也
。
三
、
行
發
心
、
謂
一
切
行
皆
合
一
菩
提
一名
二
行
發
心
一。
十
行
十
回
向
位
也
。
四
、
體
發
心
、
亦
名
二
證
發
心
一。
謂
證
二
一
切
性
一、
師
是
菩
提
自
體
顯
發
名
爲
二體
發
心
一也
。
初
地
已
上
至
二
金
剛
心
一是
也
。
今
依
二善
導
意
一於
二
淨
土
家
一可
レ
取
二縁
發
く
m
)
心
。
......」
即
ち
位
の
不
同
に
よ
っ
て
菩
提
心
に
浅
深
の
差
が
あ
る
。
四
種
の
菩
提
心
の
中
に
お
い
て
九
品
皆
凡
夫
の
説
を
と
る
善
導
の
菩
提
心
は
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
二
縁
発
心
を
と
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
菩
提
心
に
は
位
の
不
同
に
よ
り
て
浅
深
の
差
は
あ
る
が
、
体
性
は
一
で
あ
り
、
従
っ
て
諸
教
の
菩
提
・19
は
分
位
の
不
同
は
存
す
る
が
、
心
体
に
は
差
別
な
し
と
主
張
し
、
聖
道
浄
土
の
二
門
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
以
上
の
如
き
大
乗
仏
教
の
基
本
原
理
よ
り
す
る
菩
提
心
の
理
解
に
立
っ
て
法
然
を
論
難
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。「
汝
撥
二菩
提
心
一邪
見
者
、
三
寳
四
諦
皆
撥
レ之
也
。
何
者
謂
菩
提
心
者
、
自
性
空
爲
レ性
。
如
二前
菩
提
心
決
成
7之
。
然
汝
相
二違
菩
提
心
一立
二別
念
佛
心
一。
印
是
可
レ爲
二性
有
心
一。
然
三
寳
四
諦
皆
畢
竟
眞
空
爲
レ性
故
。
汝
雖
レ不
二作
意
一不
覺
而
撥
二去
之
一也
。
若
云
二性
有
一者
印
同
卞
數
論
外
道
計
中有
性
與
二諸
法
二
上。
若
爾
者
彌
陀
有
性
與
二凡
夫
有
性
一
一
者
、
印
無
二凡
聖
不
同
一。
淨
土
有
(
4
)
性
與
二穢
土
有
性
二
者
、
又
無
二淨
穢
差
別
一。
有
二此
大
過
一。」
菩
提
心
は
自
性
空
を
性
と
す
る
、
法
然
が
菩
提
心
に
相
違
し
て
別
の
念
仏
心
を
立
て
る
の
は
性
有
の
心
で
あ
る
。
数
論
外
道
の
有
性
と
諸
法
と
一
な
り
と
す
る
説
と
同
じ
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
菩
提
心
は
空
義
に
順
じ
て
生
じ
、
我
見
煩
悩
を
遠
離
す
る
に
あ
る
。
法
然
が
菩
提
心
を
撥
し
て
別
の
念
仏
心
を
立
て
る
の
は
、
法
無
我
平
等
の
心
を
捨
て
、
諸
法
無
我
印
に
違
す
る
も
の
で
、
外
道
神
我
の
見
に
同
ず
る
も
の
で
あ
り
、
生
死
を
出
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
論
難
し
て
い
る
。
以
上
は
大
乗
仏
教
の
基
本
原
理
よ
り
の
明
恵
の
論
難
で
あ
る
が
、
次
に
は
更
に
浄
土
門
自
体
に
立
つ
て
の
論
難
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
法
然
は
『
選
擇
集
』
第
四
、
三
輩
念
仏
往
生
篇
に
於
て
、
本
願
中
に
は
余
行
(菩
提
心
等
)
な
し
と
説
い
て
い
る
が
、
明
恵
は
弥
陀
本
願
中
に
菩
提
心
な
し
と
す
る
は
理
に
合
は
な
い
ど
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
若
云
三彌
陀
利
生
本
願
中
無
ご菩
提
心
一者
、
自
因
位
亦
不
レ
可
レ有
一菩
提
心
一。
汝
盛
成
二立
此
義
一也
。
是
以
汝
集
奥
文
云
、
此
經
雖
レ有
二菩
提
・29
之
言
一未
レ説
二菩
提
心
之
行
相
一文
。
汝
指
二雙
觀
經
一作
二此
読
一。
然
此
經
中
説
二四
十
八
願
一、
以
一菩
提
心
一名
レ願
(
5
)
者
、
自
他
宗
盛
談
也
」
若
し
弥
陀
の
本
願
中
に
菩
提
心
が
な
か
っ
た
な
ら
ぼ
、
弥
陀
自
ら
の
因
位
に
お
い
て
も
菩
提
心
が
な
い
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
、
こ
の
経
の
中
に
四
十
八
願
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
菩
提
心
を
以
て
願
と
名
つ
く
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
他
宗
の
盛
談
で
あ
る
と
論
難
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
如
く
に
も
説
い
て
い
る
。
「
諸
樂
二往
生
淨
土
一人
、
皆
以
二菩
提
・29
一可
レ爲
二
正
因
一也
。
是
以
四
十
八
願
中
處
々
又
有
二發
菩
提
心
之
言
一。
汝
所
引
第
十
八
願
中
云
、
至
心
信
樂
欲
生
我
國
蛭
。
明
知
、
内
・19
是
正
因
也
。
往
生
之
業
非
三唯
限
二
口
稱
一血
6
レ
四
十
八
願
申
の
處
々
に
発
菩
提
心
の
言
あ
り
と
し
、
第
十
八
願
文
の
中
、
至
心
信
楽
欲
生
我
國
の
内
心
が
正
因
で
あ
っ
て
、
往
生
の
業
は
た
だ
口
称
に
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
更
に
次
の
如
く
反
論
し
て
い
る
。
「
解
日
、
此
中
既
以
二至
心
發
願
一剣
爲
二
大
菩
提
心
行
人
一。
明
知
。
至
・10
信
樂
之
言
專
以
二大
菩
提
心
一可
レ爲
レ
先
。
雙
觀
經
三
輩
皆
以
一菩
提
心
一爲
二往
生
正
因
一事
解
釋
又
顯
然
也
。
若
爾
者
云
レ非
二
本
願
一立
二餘
行
名
一甚
以
不
可
也
(7o　)
至
心
信
楽
の
言
は
大
菩
提
心
を
以
て
先
と
な
す
の
で
あ
っ
て
、
三
輩
共
に
菩
提
心
を
以
て
往
生
の
正
因
と
な
す
の
で
あ
る
。
若
し
菩
提
心
を
以
て
本
願
に
あ
ら
ず
と
し
て
余
行
の
名
を
立
て
る
の
は
不
可
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
菩
提
心
正
因
論
を
述
ぶ
る
と
共
に
、
本
願
中
に
菩
提
心
の
存
在
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
法
然
と
い
か
に
対
遮
的
で
あ
る
か
が
理
解
さ
れ
る
。
更
に
ま
た
法
然
が
念
仏
と
諸
行
に
つ
い
て
の
廃
助
傍
の
三
義
を
明
か
す
中
に
、
称
名
を
所
助
正
行
と
し
、
菩
提
心
を
能
助
助
行
と
す
る
に
対
し
て
、
こ
れ
を
論
難
し
て
次
の
如
く
に
も
説
い
て
い
る
。
「
一
代
聖
説
佛
道
妙
因
都
離
二菩
提
心
一無
二餘
事
一。
然
以
圭
口提
心
一爲
二能
助
一爲
二助
行
一事
、
不
レ知
二
能
所
一不
レ
分
二傍
正
一何
其
迷
乎
.
但
此
中
所
馨
汝
依
卞
以
二苙
。提
、謀
レ爲
申往
差
因
・云
二餝
去
莇
行
。
其
意
馨
以
二菩
提
心
爲
ご鬟
一也
.
琴
破
・
之
以
二
菩
提
心
一成
下
爲
二
諸
行
本
一義
上
也
。」
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
四
と
説
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
菩
提
心
を
以
て
諸
行
の
本
と
な
し
、
往
生
の
正
因
、
正
行
所
助
の
説
を
展
開
し
、
法
然
は
菩
提
を
愛
楽
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
反
っ
て
菩
提
を
妨
礙
せ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
自
ら
こ
れ
を
妨
礙
す
る
の
み
な
ら
ず
弥
陀
如
釆
を
し
て
菩
提
心
を
妨
礙
せ
し
む
。
往
生
門
に
お
い
て
大
賊
で
あ
る
。
又
廃
助
傍
の
三
義
の
中
、
初
義
を
以
て
善
導
義
と
す
る
の
は
善
導
を
毀
謗
す
る
罪
人
で
あ
る
と
論
難
し
て
い
る
。
更
に
ま
た
第
二
過
の
末
尾
に
於
て
次
の
如
く
に
批
判
し
て
い
る
。
「汝
亦
如
レ是
性
非
二質
直
一非
二質
直
類
一。
唯
雖
レ有
レ
力
三能
立
二稱
名
行
一、
而
復
安
二住
自
見
取
中
一於
二觀
經
丹
善
導
解
釋
一無
レカ
ニ
能
如
レ實
解
了
一。
於
二
念
佛
行
一雖
レ
生
二信
解
一而
於
二汝
好
持
是
語
等
經
文
、
上
來
雖
読
等
疏
釋
一、
隨
二其
言
一執
着
迷
二菩
提
心
義
一、
取
二稱
名
一爲
二正
行
一。
以
二菩
提
心
一名
二餘
行
一。
由
二是
因
縁
一獲
卞
得
以
一菩
提
心
一不
レ爲
二往
生
正
業
一大
邪
見
上。
由
二此
邪
見
一皆
誹
二撥
聖
道
淨
土
二
門
一。
…
…
…
汝
觀
二觀
經
井
善
導
釋
一不
レ能
三如
レ實
解
二
所
説
義
一起
二
如
レ是
見
一。
唯
稱
名
一
行
是
爲
二往
生
正
因
一。
若
如
レ是
爲
二善
導
宗
義
一於
二稱
名
所
依
菩
提
心
一撥
爲
レ非
二往
生
正
因
一。
然
離
蠱
口
提
心
一念
佛
業
不
二成
立
一。
是
故
汝
曇
道
　
　
　
淨
土
二
門
倶
謗
都
無
二所
有
一。
當
レ
知
汝
名
二最
極
無
者
一。」
法
然
は
『観
経
』
付
属
の
文
や
善
導
の
『
散
善
義
』
の
付
属
文
釈
に
よ
り
念
仏
行
に
於
て
信
解
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
言
に
執
着
し
、
そ
の
結
果
菩
提
心
の
義
に
迷
い
、
菩
提
心
を
以
て
往
生
の
正
業
と
な
さ
ざ
る
大
邪
見
を
得
、
こ
の
邪
見
に
よ
っ
て
聖
道
浄
土
の
二
門
を
誹
撥
し
て
い
る
。
ま
た
称
名
の
所
依
で
あ
る
菩
提
心
を
撥
去
し
て
往
生
の
正
因
に
あ
ら
ず
と
し
て
い
る
が
菩
提
心
を
離
れ
て
は
念
仏
業
は
成
立
し
な
い
。
か
か
る
法
然
の
見
解
は
聖
道
浄
土
を
と
も
に
謗
ず
る
も
の
で
最
極
無
者
で
あ
る
と
論
難
し
て
い
る
。
か
く
し
て
法
然
の
菩
提
心
撥
去
の
所
論
は
善
導
を
し
て
道
心
な
き
者
と
し
、
善
導
の
宗
源
を
け
が
す
も
の
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。
以
上
法
然
の
菩
提
心
廃
除
論
に
対
す
る
明
恵
の
大
乗
仏
教
の
基
本
原
理
に
立
っ
て
の
論
難
と
浄
土
門
自
体
に
立
っ
て
の
論
難
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
次
に
善
導
の
念
仏
思
想
に
対
す
る
両
者
の
見
解
に
つ
い
て
述
ぶ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
三
次
に
先
に
も
一
言
せ
る
如
く
菩
提
心
正
因
を
主
張
す
る
明
恵
に
於
て
は
、
法
然
の
善
導
念
仏
思
想
の
受
容
に
対
し
、
い
か
な
る
論
難
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
づ
第
一
、
「
以
二菩
提
心
一不
レ爲
二往
生
極
樂
之
行
一過
」
の
条
下
に
お
い
て
、
善
導
の
『
散
善
義
』
就
行
立
信
釈
の
正
助
二
業
論
に
言
及
し
、
法
然
が
善
導
の
意
に
従
い
正
雑
二
行
の
中
、
正
行
に
つ
き
前
三
後
一
を
以
て
助
業
と
な
し
、
称
名
正
行
を
以
て
本
願
に
よ
る
正
定
業
と
し
て
往
生
の
正
因
と
し
て
い
る
に
対
し
、
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
善
導
作
一正
助
二
業
一者
、
以
二能
起
菩
提
心
一置
而
不
レ
論
レ之
。
就
二所
起
諸
行
一分
二別
之
一也
。
如
卞
彼
聞
二
截
打
聲
一關
中
功
於
刀
杖
上。
佛
法
諸
行
皆
應
レ讓
二功
於
菩
提
心
一。
以
一菩
提
・29
是
体
稱
名
等
是
業
一故
。
是
故
若
就
下
菩
提
心
與
二稱
名
一二
行
上論
レ
之
時
、
以
二菩
提
心
一爲
二正
業
一事
、
可
二理
在
絶
雪彌
ゲ
」
善
導
が
正
助
二
業
を
論
ず
る
の
は
、
能
起
の
菩
提
心
が
所
依
に
あ
っ
て
、
た
だ
所
起
の
諸
行
に
つ
い
て
こ
れ
を
分
別
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
菩
提
心
が
体
で
あ
り
称
名
等
は
業
で
あ
る
。
も
し
菩
提
心
と
称
名
に
つ
い
て
正
助
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
菩
提
心
が
正
業
で
あ
る
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
故
に
『
観
経
疏
』
第
一
巻
の
初
め
に
「
道
俗
時
衆
等
各
発
無
上
心
」
と
云
い
、
ま
た
「
願
以
此
功
徳
平
等
施
一
切
同
発
菩
提
心
往
生
安
楽
国
」
ど
云
っ
て
い
る
。
ま
た
第
四
巻
の
終
り
に
は
、
「
以
此
功
徳
廻
施
衆
生
悉
発
菩
提
心
慈
心
相
向
仏
眼
相
看
」
と
云
っ
て
い
る
、
と
説
い
て
善
導
に
於
て
は
菩
提
心
が
正
行
で
あ
り
、
所
助
で
あ
り
、
称
名
は
助
行
で
あ
り
能
助
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
更
に
法
然
が
菩
提
心
等
の
諸
行
が
称
名
の
助
業
で
あ
る
と
云
う
に
対
し
て
、
善
導
の
著
作
に
於
て
菩
提
心
を
助
業
と
規
定
し
た
所
は
な
い
と
し
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
當
レ知
菩
提
心
是
淨
土
正
因
故
總
標
處
唯
出
二
正
因
一也
。
若
不
レ
爾
者
善
導
何
處
釋
卞
以
一菩
提
心
一爲
申助
業
上耶
。
若
爲
二助
業
一者
、
總
標
處
出
二正
因
一時
何
擧
二菩
提
心
一不
レ出
二
稱
名
一恥
甚
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一
五
"
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
六
と
反
論
し
更
に
、
又
第
二
、
「
破
卞
言
三
彌
陀
本
願
中
無
二
菩
提
心
一
過
上
」
の
条
下
に
於
て
も
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
次
以
二
稱
名
一爲
二
正
行
一爲
二
所
助
一
、
以
一
菩
提
心
一爲
二
助
行
一爲
二
能
助
一更
無
二
其
謂
一。
若
好
作
二
正
助
能
所
一者
、
可
卞
翻
二
汝
言
一日
上
。
謂
菩
提
心
者
是
正
行
也
所
助
也
。
薯
耄
助
行
也
鷁
也
.
謂
笙
之
業
鑑
、提
、心
爲
・本
故
、
爲
高
鑾
.提
、韆
・家
棄
レ欲
而
作
二沙
門
一專
稱
二
佛
名
一也
。
謂
菩
提
心
者
是
諸
善
之
根
本
萬
行
尊
首
也
。
と
説
い
て
菩
提
心
を
正
行
所
助
で
あ
り
、
称
名
を
以
て
助
行
能
助
と
し
て
い
る
。
故
に
善
導
の
『散
善
義
』
就
行
立
信
釈
下
所
明
の
称
名
念
仏
は
ど
こ
ま
で
も
菩
提
心
を
体
と
し
能
起
の
心
と
す
る
所
起
の
行
業
で
あ
る
立
場
よ
り
正
助
二
業
論
を
理
解
し
て
い
る
。
法
然
の
正
助
二
業
論
は
先
に
も
一
言
せ
る
如
く
五
種
正
行
中
に
お
け
る
正
助
二
業
論
に
し
て
、
正
助
の
関
係
は
、心
行
の
関
係
で
は
な
く
助
業
は
称
名
正
行
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
の
で
な
く
そ
れ
を
行
ず
る
者
に
か
か
わ
る
も
の
で
称
名
念
仏
の
一
行
に
徹
せ
し
め
る
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
点
に
お
い
て
明
恵
と
は
そ
の
論
ず
る
と
こ
ろ
を
異
に
せ
る
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
、
明
恵
は
善
導
の
念
仏
義
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
先
づ
念
仏
に
つ
い
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
凡
言
レ念
者
明
記
不
忘
之
稱
、
既
在
レ心
也
。
是
故
言
二念
佛
一者
正
指
二
心
念
一之
言
也
。
p是
故
觀
經
九
品
往
生
皆
名
レ
觀
、
稱
名
亦
　
お
　
兼
一心
念
一故
也
。」
即
ち
明
恵
の
念
仏
は
正
し
く
は
心
念
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
称
名
も
心
念
を
兼
ね
る
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。
称
名
に
心
念
を
兼
ね
る
に
就
て
法
位
の
『観
経
』
下
々
晶
の
釈
、
『
十
住
毘
娑
沙
論
』
の
易
行
晶
等
の
説
を
以
て
引
証
し
て
い
る
が
、更
に
ま
た
善
導
の
『
観
念
法
門
』
の
念
仏
三
昧
法
及
び
入
道
場
念
仏
三
昧
法
を
明
か
す
文
に
よ
っ
て
こ
れ
を
証
し
、
「善
導
意
称
名
下
必
兼
二心
念
一也
」
ど
説
い
て
口
称
の
下
に
心
念
を
兼
ね
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
し
か
も
か
か
る
見
解
の
も
と
に
称
名
が
宗
で
三
昧
が
趣
で
あ
る
と
し
、
称
名
は
真
念
を
得
し
む
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
か
か
る
立
場
に
立
っ
て
『礼
讃
』
の
一
行
三
昧
を
明
か
す
文
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
「即
言
下
識
飃
肺
飛
觀
難
二成
就
一令
レ專
中
稱
名
字
上
、
此
爲
レ
令
レ成
二就
念
心
一也
。
所
引
文
殊
般
若
文
云
、
印
於
二念
中
一得
レ見
ゴ彼
阿
　
ぬ
　
彌
陀
佛
及
一
切
佛
一等
者
、
由
二稱
名
一必
念
心
成
就
、
於
二此
念
中
一得
二見
佛
一也
。」
即
ち
称
名
に
よ
り
念
心
を
成
ぜ
し
め
、
こ
の
念
中
に
見
仏
を
期
す
る
の
で
あ
る
。
称
名
は
観
念
成
就
の
た
め
の
方
便
と
す
る
と
云
う
の
が
明
恵
の
見
解
で
あ
る
。
か
く
て
一
行
三
昧
を
明
す
文
に
「不
レ
觀
二相
貌
一、
一專
稱
二名
字
一」
と
あ
る
の
は
如
何
な
る
意
な
り
や
ど
問
い
、
こ
れ
に
答
え
て
、
三
十
二
相
を
観
ぜ
ず
ど
雖
も
、
称
名
の
位
に
念
心
が
自
か
ら
堅
住
す
る
か
ら
上
の
文
に
「捨
二諸
亂
意
一係
二心
一
佛
こ
と
言
う
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
善
導
の
上
に
於
て
は
称
名
に
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宗
趣
分
別
せ
ぼ
、
称
名
を
以
て
宗
と
し
三
昧
を
以
て
趣
と
な
す
と
し
、
三
昧
に
浅
深
が
あ
り
、
聞
思
相
応
は
浅
、
修
慧
相
応
は
深
と
し
、
聞
思
相
応
は
称
名
の
位
に
あ
り
、
修
慧
相
応
は
定
心
で
あ
る
。
し
か
も
念
仏
三
昧
の
名
は
二
位
に
通
ず
る
が
正
し
く
は
修
慧
相
応
の
定
心
を
以
て
本
と
す
と
説
い
て
い
る
。
以
上
明
恵
に
於
け
る
善
導
の
口
称
念
仏
は
聞
思
相
応
の
も
の
で
あ
り
三
昧
発
得
成
就
の
た
め
の
方
便
行
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
善
導
の
口
称
念
仏
に
は
心
念
を
具
す
る
故
に
観
念
三
昧
定
に
趣
く
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
　
お
　
さ
て
、
法
然
は
『
選
擇
集
』
第
三
念
仏
往
生
本
願
篇
に
於
て
、
本
願
称
名
念
仏
と
諸
行
と
の
難
易
を
比
較
す
る
条
下
で
『礼
讃
』
の
一
行
三
昧
釈
に
お
け
る
問
答
の
文
を
引
用
し
、
観
念
仏
を
諸
行
中
に
お
さ
め
、
口
称
念
仏
は
易
な
る
が
故
に
一
切
に
通
じ
、
諸
行
は
難
な
る
が
故
に
諸
機
に
通
ぜ
す
と
し
て
本
願
称
名
念
仏
の
普
遍
超
勝
性
を
強
調
し
て
い
る
。
同
じ
一
行
三
昧
釈
の
文
に
よ
り
な
が
ら
も
そ
の
趣
意
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
る
。
四
㍗
第
五
、
「言
三菩
提
心
抑
二念
佛
一過
」
の
条
下
に
お
い
て
は
、
善
導
の
念
仏
定
散
観
に
つ
い
て
の
解
明
に
重
点
を
お
い
て
の
反
論
で
あ
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
一
八
る
が
、
初
め
に
は
念
仏
定
散
義
に
つ
い
て
述
べ
、
更
に
付
属
文
釈
に
お
け
る
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
の
文
に
つ
い
て
説
き
、
終
り
に
観
経
宗
旨
論
に
つ
い
て
説
か
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
「先
須
レ弁
二定
念
佛
定
散
義
こ
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、
善
導
の
念
仏
は
定
善
と
み
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
、
散
善
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
と
の
問
い
を
設
け
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
問
日
、
依
二善
導
意
一今
所
レ言
念
佛
者
、
爲
二是
定
善
一亦
爲
二散
善
一耶
。
…
…
…
答
。
立
二念
佛
三
昧
名
一者
、
是
名
二於
定
善
一也
。
然
稱
名
者
是
念
佛
三
昧
加
行
。
雖
三稱
名
位
是
爲
二散
善
一、從
二根
本
一立
レ名
云
二念
佛
三
昧
一也
。
是
故
從
二
其
根
本
一QitI,
之
攝
二定
善
一
也
噸
即
ち
称
名
は
念
仏
三
昧
の
加
行
で
あ
り
、
定
散
二
善
に
対
す
れ
ば
散
善
位
で
あ
る
が
根
本
に
し
た
が
え
て
定
善
に
摂
し
念
仏
三
昧
と
云
う
と
説
い
て
い
る
。
更
に
か
か
る
立
場
か
ら
論
及
し
「依
二善
導
御
意
一以
二稱
名
一名
二念
佛
三
昧
一者
源
依
二定
善
一也
」
と
述
べ
、
こ
の
義
を
証
す
る
も
の
ど
し
て
『礼
讃
』
の
文
殊
般
若
経
に
よ
る
一
行
三
昧
論
の
定
心
加
行
の
称
名
の
文
等
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
善
導
の
念
仏
は
定
心
三
昧
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
修
禅
の
軌
則
で
あ
る
ど
し
て
い
る
。
か
く
し
て
善
導
の
口
称
念
仏
は
心
念
を
堅
住
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
定
善
観
法
の
前
方
便
で
あ
り
、
し
か
も
口
称
と
心
念
と
和
合
す
れ
ば
往
生
浄
土
の
行
は
決
定
し
決
定
往
生
の
業
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
故
に
明
恵
に
於
て
は
善
導
の
称
名
は
念
仏
三
昧
定
心
発
得
の
修
定
の
総
方
便
行
で
あ
り
、
称
名
の
位
は
散
善
に
あ
る
が
念
仏
三
昧
の
前
加
行
方
便
で
あ
る
以
上
は
定
善
に
摂
す
る
と
結
論
し
て
い
る
。
か
か
る
見
解
を
以
て
法
然
の
附
属
文
釈
に
よ
る
定
散
二
善
は
非
本
願
の
行
の
故
に
こ
れ
を
廃
捨
し
、
一
向
専
称
の
念
仏
三
昧
の
み
本
願
の
行
と
し
て
こ
れ
を
立
て
、
附
属
の
行
と
す
る
説
に
反
論
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
見
解
の
相
違
の
程
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
、
更
に
「次
正
料
二簡
觀
經
疏
文
一成
卞
稱
名
下
有
二菩
提
心
一義
上」
と
題
し
『散
善
義
』
付
属
文
釈
の
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
の
文
の
意
義
の
検
討
に
移
っ
て
い
る
。
始
め
一
向
専
称
に
つ
い
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
コ
言
一二
向
一通
三
二
業
一。
師
如
二疏
云
一、
禮
禮
二彌
陀
一ti;
ti:
二彌
陀
一觀
觀
二彌
陀
一等
此
中
取
二稱
名
一故
除
二身
業
一。
於
一語
意
一可
レ
有
二
一
向
義
一
。
先
就
二
三
業
一
向
義
一
、
設
雖
レ
有
二
身
語
一
向
行
一若
無
二
意
一
向
義
一者
、
不
レ
得
二
往
生
一
。
設
雖
三
身
語
不
二
(
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一
向
一若
有
二
意
一
向
義
一者
必
可
レ得
二往
生
一。
此
中
取
二語
意
一
向
義
一也
。」
即
ち
一
向
と
云
う
は
身
口
意
の
三
業
に
わ
た
る
と
し
て
い
る
。
三
業
に
わ
た
る
一
向
の
中
、
身
口
一
向
の
行
が
あ
っ
て
も
意
一
向
の
義
が
な
け
れ
ば
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
い
身
語
一
向
な
ら
ず
と
も
意
一
向
の
義
が
あ
れ
ば
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
一
向
は
三
業
に
通
ず
る
が
今
は
語
意
一
向
を
取
る
と
し
、
語
一
向
は
称
名
念
仏
で
あ
り
意
一
向
は
菩
提
心
の
こ
と
で
一
向
称
名
の
語
一
向
よ
り
意
一
向
の
菩
提
心
が
根
本
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
更
に
ま
た
明
恵
は
善
導
念
仏
義
に
於
て
は
、
浄
土
の
諸
行
中
に
於
て
体
声
為
声
の
二
向
が
あ
る
と
し
、
「同
発
菩
提
心
」
と
は
体
声
で
あ
り
、
「往
生
安
楽
国
」
と
は
為
声
で
あ
る
。
こ
の
発
菩
提
心
の
体
声
申
に
一
向
専
念
の
業
声
を
摂
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
一
向
専
念
の
業
声
を
出
し
て
発
菩
提
心
の
体
声
と
往
生
安
楽
国
の
為
声
と
を
摂
す
る
の
が
今
の
一
向
専
称
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
故
に
附
属
文
釈
の
一
向
専
称
に
は
菩
提
心
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
見
解
を
立
て
て
い
る
。
更
に
「
就
二
此
文
一到
二宗
趣
一者
」
と
し
て
二
重
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
一
は
語
意
相
対
で
、
称
仏
名
を
宗
と
し
心
念
成
就
を
趣
と
す
る
。
二
は
因
果
相
対
で
、
心
念
成
就
を
宗
と
し
、
往
生
浄
土
を
趣
と
す
る
と
云
い
、
若
し
し
か
ら
ず
ば
持
無
量
寿
仏
名
の
経
文
、
専
称
弥
陀
仏
名
の
疏
釈
は
た
だ
口
舌
を
動
か
す
だ
け
で
あ
っ
て
帰
趣
す
る
所
な
し
と
説
き
、
善
導
は
『礼
讃
』
等
の
文
に
お
い
て
「
具
二此
三
心
一必
得
レ
生
也
」
と
説
い
て
三
心
具
足
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
脂
三
心
具
足
を
言
え
ぼ
必
ず
菩
提
心
を
本
と
す
べ
き
で
、
文
に
単
に
仏
名
と
い
い
心
念
を
取
ら
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ぼ
三
心
具
足
の
文
に
違
す
る
と
し
、
か
か
る
観
点
よ
り
一
向
専
称
に
は
心
念
で
あ
る
菩
提
心
の
義
を
ふ
く
む
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
更
に
ま
た
、
本
願
の
文
の
上
よ
り
こ
れ
を
論
じ
、
善
導
の
釈
に
よ
り
第
十
八
願
中
、
何
故
に
称
名
を
以
て
先
と
す
る
か
と
問
い
、
第
十
八
願
文
の
三
心
(菩
提
心
)
と
称
名
の
関
係
の
上
よ
り
論
じ
て
い
る
。
即
ち
至
心
信
楽
と
云
う
は
こ
れ
真
心
相
応
の
称
名
で
あ
る
と
云
い
、
本
願
の
称
名
は
真
心
相
応
で
あ
り
、
真
心
(
三
心
)
は
菩
提
心
に
通
じ
、
称
名
は
真
心
と
は
な
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
南
都
聖
道
諸
師
の
善
導
観
一九
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
九
號
二
〇
い
て
い
る
。
要
す
る
に
付
属
釈
の
一
向
専
称
に
は
語
一
向
と
意
一
向
の
義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
称
名
に
は
菩
提
心
を
具
し
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
法
然
が
一
向
専
称
を
三
輩
文
中
の
一
向
専
念
を
指
す
も
の
と
し
、
本
願
称
名
の
一
向
専
修
と
理
解
せ
る
こ
と
と
い
か
に
相
違
す
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
、
次
に
観
経
宗
旨
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
玄
義
分
』
に
は
『観
経
』
の
宗
旨
を
判
じ
て
「今
此
觀
經
印
以
二
觀
佛
三
昧
一爲
レ宗
、
亦
以
二念
佛
三
昧
一爲
レ宗
」
と
説
示
し
て
い
る
。
法
然
と
明
恵
の
問
に
は
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
法
然
に
お
い
て
は
、
先
に
も
一
言
せ
る
如
く
『散
善
義
』
附
属
文
釈
に
よ
り
観
仏
三
昧
を
定
善
に
摂
し
非
本
願
の
行
と
し
て
こ
れ
を
廃
し
、
念
仏
三
昧
は
一
向
専
称
の
本
願
念
仏
と
解
し
て
こ
れ
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
明
恵
に
於
て
は
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
と
は
別
体
で
は
な
く
同
体
で
あ
る
と
な
し
、
同
体
を
証
す
る
に
三
文
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
初
に
は
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。
「
今
引
二經
疏
文
一重
可
レ成
ゴ彼
義
一。
謂
觀
經
説
二第
八
像
觀
一絡
云
、
作
一是
觀
一者
除
二無
量
億
劫
生
死
之
罪
一。
於
二
現
身
中
一得
二念
佛
三
昧
一。
疏
第
三
釋
云
、
從
二作
是
觀
經
一下
至
二
得
念
佛
三
昧
一巳
來
正
明
三
尅
念
修
觀
現
蒙
二利
盆
一夢
、解
日
、
尅
念
修
觀
者
是
觀
佛
　
　
　
義
、
現
蒙
利
盆
者
指
二經
得
念
佛
三
昧
文
一也
。
下
結
句
念
言
師
指
二
觀
義
一言
二
念
佛
一也
。
題
」
」
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
と
は
同
体
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
し
か
し
て
加
行
差
別
の
上
よ
り
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
関
係
を
見
れ
ば
、
口
称
を
含
む
念
仏
が
観
仏
よ
り
そ
の
意
義
を
寛
く
し
、
寛
狭
の
差
が
あ
る
と
説
き
、
観
仏
と
念
仏
の
勝
劣
に
つ
い
て
も
観
仏
を
以
て
念
仏
と
せ
ぼ
二
名
と
も
に
勝
劣
な
し
と
説
き
、
観
も
念
も
一
心
上
の
作
用
の
故
に
別
体
な
く
勝
劣
な
し
と
説
い
て
い
る
。
か
く
し
て
か
か
る
観
点
よ
り
『玄
義
分
』
の
宗
旨
文
に
及
び
二
種
三
昧
は
別
体
あ
り
ど
は
云
は
な
い
、
ど
う
し
て
二
種
あ
り
と
云
は
ず
し
て
、
む
む
た
だ
亦
の
字
を
置
く
や
と
問
い
、
亦
の
字
は
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
間
に
お
い
て
あ
る
の
は
、
両
者
が
別
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
意
む
で
は
な
く
、
同
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
亦
の
字
に
驚
く
な
か
れ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
法
然
が
『
選
擇
集
』
で
観
仏
を
願
う
者
は
弥
陀
の
本
願
に
そ
む
き
、
釈
尊
の
附
属
に
違
す
る
と
云
う
の
は
不
可
で
あ
る
と
し
、
附
属
文
釈
の
一
向
専
称
と
云
う
の
は
、
た
だ
口
称
に
限
っ
て
心
念
を
取
ら
ざ
る
か
と
反
問
し
、
若
し
心
念
を
取
る
と
云
う
な
ら
ば
念
仏
と
観
念
と
は
遂
に
は
相
違
は
存
し
な
い
ど
説
い
て
い
る
。
か
く
し
て
明
恵
に
於
て
は
二
種
三
昧
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
念
を
離
れ
ぬ
称
名
念
仏
を
修
定
の
方
便
と
し
、
念
仏
三
昧
、
観
仏
三
昧
に
よ
り
観
念
成
就
を
期
す
る
の
が
観
経
の
本
旨
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
法
然
が
先
に
も
指
摘
せ
る
如
く
付
属
文
釈
に
よ
り
観
仏
三
昧
を
定
善
諸
行
に
摂
し
、
念
仏
三
昧
を
口
称
念
仏
と
解
し
本
願
称
名
念
仏
一
向
専
修
を
主
張
せ
る
所
に
観
経
の
眼
目
が
あ
る
と
主
張
せ
る
も
の
と
如
何
に
そ
の
趣
き
を
異
に
せ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
、法
然
の
菩
提
心
撥
去
に
関
し
、
明
恵
の
大
乗
仏
教
の
根
本
的
立
場
か
ら
と
浄
土
門
自
体
か
ら
の
論
難
に
つ
い
て
述
べ
、更
に
法
然
が
善
導
の
『散
善
義
』
就
行
立
信
釈
の
文
に
よ
っ
て
本
願
念
仏
一
向
専
修
に
よ
る
往
生
浄
土
説
を
確
立
せ
る
に
対
し
、
明
恵
に
於
て
は
、
善
導
の
口
称
念
仏
は
能
起
の
心
(菩
提
心
)
を
所
依
と
す
る
所
起
の
行
に
つ
い
て
の
論
で
あ
り
、
就
行
立
信
釈
の
正
助
二
業
論
も
か
か
る
立
場
よ
り
論
ず
る
も
の
で
お
る
こ
と
を
述
べ
、更
に
善
導
の
念
仏
義
に
つ
い
て
特
に
口
称
念
仏
に
つ
い
て
、称
名
は
宗
で
あ
り
三
昧
は
趣
で
あ
る
と
な
し
、
口
称
に
は
下
に
心
念
を
兼
ね
る
か
ら
、
三
昧
成
就
の
方
便
ど
解
し
、
ま
た
口
称
は
念
心
を
堅
住
せ
し
め
る
所
に
あ
る
か
ら
定
善
観
法
の
前
方
便
で
あ
り
、
定
心
三
昧
発
得
の
た
め
の
修
定
の
総
方
便
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
称
名
は
位
に
つ
け
ば
散
善
で
あ
る
が
念
仏
三
眛
の
前
加
行
で
方
便
で
あ
る
以
上
は
定
善
に
摂
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
『
散
善
義
』
の
付
属
文
釈
の
一
向
専
称
の
称
名
念
仏
に
つ
い
て
、
明
恵
に
於
て
は
三
昧
発
得
の
方
便
で
あ
り
、
し
か
も
一
向
専
称
と
は
単
な
る
口
称
念
仏
で
は
な
く
、
意
一
向
と
語
一
向
の
義
が
あ
り
、
語
一
向
の
口
称
に
意
一
向
の
菩
提
心
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
観
経
の
宗
旨
論
に
つ
い
て
は
、
念
仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
と
を
同
体
と
見
て
観
念
成
就
定
心
三
昧
に
至
ら
し
め
ん
と
す
る
所
に
そ
の
本
旨
が
あ
る
と
す
る
の
が
善
導
の
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
明
恵
の
善
導
観
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
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